
組合活動啓発のため、組合員以外の皆様にもお届けしています。 
 

 

     

マママ ススス カカカ ッッッ トトト 
 

   20１2年度 第2号 （2012.9.7 発行） 

 
 

１．2012年度修正予算案 
組合員の皆様へ 

現在、皆様の棒給についてはご存じの通り減額されています。それに伴い、組合費も引き下げることに

なりました（すでに減額された金額が引き落とされています）。計算の結果、一人約 100 円から 200 円の減

額となっています。減額措置後の俸給に基づいて組合費収入を計算した結果、前執行部が計算した組合員

収入額よりも 72350 円減額となります。一方、減額措置後の俸給に基づいて算出された連合体負担金の額

も、前執行部が計算した連合体負担金額よりも 74280 円減額となったため、最終的には 74280－72350＝

1930 円の余剰金が出ます。この余剰金については、予備費にまずは入れて今年度の予算を執行していきた

いと思います。 

ご理解いただきますよう、どうぞよろしくお願いいたします。 
 

 

２．連合体関連報告等 
（１）臨時特例法による賃金引き下げ：各大学の動向 

 下の表は、臨時特例法による賃金引き下げの各大学の状況を示したものです（全国大学高専教職員組合

が 8 月 8 日時点で集約したもの）。大多数の大学において、国家公務員と同じ水準の引き下げ（教授 9.77%, 

準教授/講師 7.77%, 助教 4.77%）が実行される中、岡山大学は減額率の圧縮を実現させています。改めて

岡山大学職員組合の存在意義、貢献度の大きさを確認いたしました。 

 
状況 実施日 大学名 

減額率圧縮なし 4/1 茨城大* 信州大 奈良女子大  

5/1 大分大 佐賀大 高知大  

6/1 東北大 宇都宮大 福井大 大阪教育大 徳島大 香川大 九州工大 

山口大 奈良教大* 

教育学部職員組合機関紙 



7/1 北海道教育大 北見工大 弘前大 岩手大 秋田大 山形大 群馬大 

埼玉大* 東京芸大 東京学芸大 一橋大 東京農工大 電通大 

海洋大 滋賀大 富山大 金沢大 岐阜大 名古屋大 名工大 三重大 

京工大 大阪大 神戸大(7~11月は圧縮あり)  和歌山大 鳥取大 

福岡教育大 鹿児島大 

8/1 室蘭工大  九州大  熊本大 

9/1 北海道大 

減額率圧縮あり 6/1 筑波大(6月<4.885~2.385%>7月<6.836~3.389%>8月以降は不明) 

新潟大<6.77%, 4.77%,1.77%> 島根大<7.65%, 6.08%, 3.73%>  岡山大

<6%, 4%, 2%> 愛媛大<5.862~2.862%> 

7/1 愛知教育大*<6.77~2.77%>  宮崎大<8.77%, 6.77%, 3.77%> 

交渉中  福島大 山梨大 静岡大 東京大 京都大 

（ ）内は実施日、< >内は、教授、準教授/講師、助教の減額率、*は地域手当の増加ありを示す。 
 
（２）宿舎退去問題 
 昨年 12 月 1 日に「国家公務員宿舎削減計画」が公表され、それに伴い、平成 26 年 7 月 31 日までに津島

住宅、東山住宅、伊福住宅、高島住宅、第五津島住宅、西古松住宅を明け渡すこととなりました。連合体

では、この措置によって引っ越しを余儀なくされる教職員がどれくらいいるのかについて調べてみること

になりました。教育学部の中で、それに該当する方がいらっしゃいましたら、大竹（特別支援教育講座）

までご連絡ください。 

 
 
３．ビアパーティ報告 
 2012 年 8 月 3 日（金）19:00 より、海鮮居酒屋「はなの舞」（岡山本町店）にて、教育学部職員組合主催

の懇親会「ビア・パーティ」を開催致しました。当日は酷暑のなかで教育学部オープンキャンパスが開催

されたこともあって多事多端・疲労困憊の状態であったにもかかわらず、23 名の教職員（組合員 18 名、非

組合員 5 名）にご参加いただくことができました。執行委員長の梶谷先生のまさに時宜を得たご発声から

始まり、岡山大学職員組合執行委員長の住野先生から結び言葉を頂戴するまでの 2 時間余の間、今年 4 月

に新たに着任された 3 名の先生方が加わっていただいたこともあって、大変明るくにぎやかで、それでい

て最後まで「勢い」が衰えない懇親会となりました。参加していただきました皆さまには、（当日不覚にも

飲みすぎで言いそびれてしまったので）この場を借りて心より御礼申し上げます。今回初めて試みた「特

典」（懇親会と併せて新規に組合加入を申し込んでいただいた方を対象としたもの）がどの程度奏功したか

はさておき、これからも「一手間」加えた企画を用意して、教職員の皆さまをお待ち申し上げたく存じま

す。今後とも、どうかよろしくお願い申し上げます。（比斯麦） 

 
 


